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読
書
の
秋
と
は
、

よ
く
言
っ
た
も
の

だ
。
夜
長
、
酒
と
つ

ま
み
を
用
意
し
て
、

本
棚
を
漁
っ
て
は
気

ま
ま
に
一
冊
を
選
ぶ
。
虫
の
音
を

友
に
、
至
福
の
ひ
と
時
だ
。
さ
て

今
夜
の
一
冊
は
、
英
国
の
作
家
、

Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
の
〝
タ
イ
ム

マ
シ
ン
〞。
19
世
紀
末
に
書
か
れ

た
、
Ｓ
Ｆ
の
古
典
で
あ
る
。
何
度

も
和
訳
さ
れ
、
映
画
化
も
さ
れ

た
、
日
本
で
も
有
名
な
小
説
だ
▼

お
よ
そ
80
万
年
後
の
世
界
で
は
、

人
類
は
２
種
に
分
岐
し
て
進
化
し

て
い
る
。
無
能
で
知
性
に
欠
け
る

ひ
弱
な
〝
イ
ー
ロ
イ
〞
と
、
彼
ら

を
捕
食
す
る
獰
猛
な
〝
モ
ー
ロ
ッ

ク
〞
で
あ
る
。
や
が
て
主
人
公

は
、〝
イ
ー
ロ
イ
〞
は
富
を
独
占

す
る
上
層
階
級
の
、〝
モ
ー
ロ
ッ

ク
〞
は
抑
圧
さ
れ
た
下
層
階
級

の
、
未
来
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
知

る
。
現
代
に
戻
っ
た
彼
は
、
友
人

た
ち
に
警
告
を
発
す
る
の
だ
が
…

▼
ウ
ェ
ル
ズ
の
警
告
通
り
か
は
別

に
し
て
も
、
行
き
詰
ま
っ
た
資
本

主
義
は
、
20
世
紀
に
な
り
、
植
民

地
の
争
奪
か
ら
、
２
度
の
世
界
大

戦
を
引
き
起
こ
す
。
今
や
そ
の
反

省
も
ど
こ
へ
や
ら
。
人
々
を
分
断

す
る
、
弱
肉
強
食
の
新
自
由
主
義

の
時
代
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
格
差

が
進
行
す
れ
ば
、
人
類
の
未
来
は

ど
う
な
る
の
か
？　

Ｓ
Ｆ
の
話
と

笑
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
▼
も
し
も

タ
イ
ム
マ
シ
ン
が
あ
れ
ば
、
皆
さ

ん
は
何
を
し
た
い
だ
ろ
う
か
？　

未
来
を
知
れ
ば
、
値
上
が
り
確
実

な
株
を
買
い
占
め
、
億
万
長
者
に

な
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
い
や

い
や
、
志
は
も
っ
と
大
き
く
、
気

候
変
動
や
核
戦
争
を
防
止
し
て
、

人
類
を
破
滅
か
ら
救
う
こ
と
も
で

き
る
。
過
去
を
変
え
る
こ
と
は
タ

ブ
ー
で
も
、
未
来
を
変
え
る
こ
と

は
誰
に
で
も
で
き
る
。
少
し
の
勇

気
さ
え
あ
れ
ば
、
た
と
え
タ
イ
ム

マ
シ
ン
が
な
く
た
っ
て
。 

（
星
）
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歯科保険請求Q&A○118
支払基金の歯科審査情報提供事例より

「ストップ！負担増」署名リニューアル！

３面

２面

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

４面第29回日常診療経験交流会プログラム

協会アンケート結果を報じる
神戸新聞（右）・毎日新聞（左）

新型コロナ診療・検査体制に関するアンケート結果

厚労省や
県は医療機関の不安を解消せよ医療機関の不安を解消せよ

　

厚
生
労
働
省
・
兵
庫
県
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
検
査
や
診
療
を
担
う
「
診
療
・
検
査
医
療

機
関
（
仮
称
）」
を
整
備
す
る
方
針
を
固
め
た
こ
と

を
受
け
、
協
会
は
発
熱
患
者
を
診
る
機
会
が
多
い
と

思
わ
れ
る
標
榜
科
２
１
５
１
会
員
医
療
機
関
を
対
象

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
診
療
・
検

査
体
制
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
。
４

６
５
件
の
回
答
を
得
た
。「
診
療
・
検
査
医
療
機
関

（
仮
称
）」
の
指
定
に
つ
い
て
、「
受
け
る
方
向
で
検

討
中
」
が
18
％
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
感

染
リ
ス
ク
や
受
診
抑
制
が
約
７
割
を
占
め
る
と
の
結

果
と
な
っ
た
。
９
月
26
日
に
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を

マ
ス
コ
ミ
に
リ
リ
ー
ス
。
神
戸
新
聞
や
毎
日
新
聞
、

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
が
報
じ
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
厚
生
労

働
省
が
９
月
４
日
の
事
務
連
絡
で

「
発
熱
患
者
等
が
、
…
…
か
か
り

つ
け
医
等
の
地
域
で
身
近
な
医
療

機
関
等
を
相
談
・
受
診
し
、
必
要

に
応
じ
て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体

制
…
を
…
…
整
備
す
る
」
と
し
た

こ
と
、
兵
庫
県
は
２
５
０
カ
所
の

一
般
診
療
所
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
検
査
や
診
療
を
担
う

「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
（
仮

称
）」
と
指
定
す
る
方
針
を
固
め

た
こ
と
を
受
け
、
指
定
に
応
じ
る

医
療
機
関
数
を
推
計
す
る
と
と
も

に
、
実
際
の
指
定
に
あ
た
っ
て
必

要
な
施
策
等
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
実
施
し
た
も
の
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
診
療
・

検
査
医
療
機
関
（
仮
称
）
と
し
て

指
定
を
受
け
ま
す
か
」
と
の
問
い

に
は
「
受
け
な
い
方
向
で
検
討

中
」
と
の
回
答
が
46
％
で
最
も
多

く
、「
受
け
る
方
向
で
検
討
中
」

と
の
回
答
は
18
％
に
と
ど
ま
っ

た
。
一
方
、「
現
状
で
は
判
断
で

き
な
い
」
と
の
回
答
も
34
％
に
上

っ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
や
県
か

ら
具
体
的
な
情
報
が
提
供
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、「
受
け
る
方
向

で
検
討
中
」
と
回
答
し
た
会
員
の

割
合
を
年
齢
別
に
み
る
と
50
歳
未

満
で
は
27
％
に
上
っ
た
が
、
50
歳

代
で
21
％
、
60
歳
代
で
15
％
、
70

歳
以
上
で
14
％
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
際
の
重
症
化

リ
ス
ク
が
高
い
高
齢
医
師
層
で
低

く
な
る
な
ど
、
開
業
医
の
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
政
府
の
方
針
に
課

題
が
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

　

９
月
26
日
の
マ
ス
コ
ミ
報
告
会

で
は
、
西
山
裕
康
理
事
長
が
こ
れ

ら
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
。「
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
県
の
予

定
数
よ
り
多
く
の
医
療
機
関
が
診

療
・
検
査
医
療
機
関
と
し
て
の
指

定
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
一

方
で
開
業
医
の
不
安
も
強
く
、
国

や
県
は
、『
公
表
に
伴
う
発
熱
患

者
の
受
診
集
中
や
そ
の
他
の
患
者

の
受
診
抑
制
』、『
誹
謗
中
傷
や
風

評
被
害
』
な
ど
不
安
要
素
へ
の
対

策
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し

た
。（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細

は
２
面
に
掲
載
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
を

交
流
し
ま
し
ょ
う

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

11
月
1
日（
日
）は
日
常
診
療
経
験
交
流
会
へ

４面に　　　　４面に　　　　
プログラム掲載プログラム掲載

　

第
29
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

（
日
常
診
）
を
11
月
１
日
（
日
）

に
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
従

来
の
来
場
参
加
に
加
え
て
、
初
の

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
視
聴

を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、
例
年
の

記
念
講
演
や
心
肺
蘇
生
法
講
習
会

な
ど
は
中
止
と
し
、
午
前
中
の
分

科
会
の
み
の
開
催
と
い
た
し
ま

す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
世
界
が
動

き
だ
し
た
今
」
と
し
て
お
り
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
は
世

界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、
移
動
と

接
触
と
会
話
と
い
う
、
人
間
が
一

方
通
行
で
歩
ん
で
き
た
歴
史
に
待

っ
た
を
か
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
、
人
や
物
の
移
動
が
大
幅
に
制

限
さ
れ
、
経
済
的
、
政
治
的
、
社

会
的
、
心
情
的
に
も
内
向
き
志
向

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
新

し
い
形
の
人
と
人
の
つ
な
が
り
が

模
索
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
評
価
は
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

医
療
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
評
価
は
、
単
に
効
率
性
、
採

算
性
、
先
進
性
に
目
を
奪
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
医
療
の
本
質
そ
の
も

の
に
関
す
る
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
裏

付
け
ら
れ
た
科
学
的
な
分
析
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
多
事
多
忙

な
中
、
分
科
会
に
は
医
科
12
題
、

歯
科
４
題
、
薬
科
２
題
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
各
医
療
機
関
で
の
取
り
組

み
を
テ
ー
マ
と
す
る
演
題
が
多

く
、
第
一
線
で
地
域
医
療
を
実
践

す
る
会
員
に
と
っ
て
、
非
常
に
有

益
な
内
容
で
あ
り
、
日
々
の
経
験

や
工
夫
、
悩
み
を
発
表
・
交
流
し

あ
う
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

先
生
方
は
じ
め
、
ご
家
族
、
ス

タ
ッ
フ
の
ご
来
場
、
オ
ン
ラ
イ
ン

視
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

11月15日（日）13時～　協会５階会議室
・13時～　第97回評議員会　　14時50分～　臨時（決算）総会

・15時～　第43回共済制度委員会・特別報告

　「コロナ禍の金融市場と生保業界」
 太陽生命保険株式会社法人営業推進部長　横山　裕輔氏

第97回評議員会 臨時（決算）総会・第43回共済制度委員会

お問い合わせは、☎078－393－1817まで

追加注文も無料で承っています。
 ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1809 歯科部会まで

・16時20分～　特別講演

　「菅新政権と
 社会保障政策の争点（仮）」
 神戸大学発達科学部名誉教授　二宮　厚美氏

待合室用 歯科ミニリーフレットをご活用ください待合室用 歯科ミニリーフレットをご活用ください
～早めの歯科治療と定期的な専門的口腔ケアは、感染予防のカギ～～早めの歯科治療と定期的な専門的口腔ケアは、感染予防のカギ～

　協会歯科部会は、歯科ミニリーフレット「早め
の歯科治療と定期的な専門的口腔ケアは感染予防
のカギ」を作成しました。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、歯科受
診を控える事例が現在も起こっています。とりわ
け、４月６日付で厚生労働省が「歯科医師の判断
により、応急処置に留めることや、緊急性がない
と考えられる治療については延期することなども
考慮すること」との事務連絡を出して以降、マス
コミ等の報道もあり、歯科受診の自粛・治療中断
が全国で起き、今なお患者さんや歯科医療現場に
深刻な問題をもたらしています。
　これを受け発行した歯科ミニリーフレットは、
歯科治療や歯科衛生士による専門的口腔ケアはウイルス感染予防に役立つ
ことを、図表やイラストを用いて分かりやすく解説するとともに、歯科医
療機関は院内感染防止対策を徹底しており、安心して受診するよう呼びか
けています。
　歯科会員には10月初旬にお送りしています。医科会員にも順次お送りし
ますので、待合室などでご活用賜りたくお願い申し上げます。

秋の共済制度普及秋の共済制度普及
 好評受付中！ 好評受付中！
グループ保険＋新グループ保険　保険医年金グループ保険＋新グループ保険　保険医年金
休業保障制度＋所得補償保険　医賠責　　　休業保障制度＋所得補償保険　医賠責　　　

５～６面に案内

協会が発行した歯科
ミニリーフレット　
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毎週木曜夜は毎週木曜夜は
ラジオ関西で「医療知ろう!」ラジオ関西で「医療知ろう!」

「医療・介護の負担増中止を求める」「医療・介護の負担増中止を求める」
請願署名にご協力を請願署名にご協力を

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
「（
医
療
機
関

で
の
）
対
応
が
難
し
い
も
の
」
に

つ
い
て
の
質
問
で
は
、「
受
け
る

方
向
で
検
討
中
」
と
回
答
し
た
医

療
機
関
で
も
42
％
が
「
感
染
防
護

具
確
保
と
空
気
清
浄
機
や
換
気
設

備
な
ど
の
環
境
整
備
」
と
回
答
し

て
お
り
、
政
府
や
県
に
よ
る
感
染

防
護
具
の
安
定
的
供
給
等
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　

主
な
不
安
要
素
を
指
定
に
対
す

る
意
向
別
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
受
け
な
い
方
向
で
検
討
中
」
と

回
答
し
た
医
療
機
関
で
は
「
検
体

採
取
等
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
」
が

最
も
高
く
、「
従
業
員
の
同
意
や

勤
務
体
制
」「
公
表
に
伴
う
発
熱

患
者
の
受
診
集
中
や
そ
の
他
の
患

者
の
受
診
抑
制
」
と
続
い
た
（
図

１
）。
こ
う
し
た
回
答
か
ら
、
よ

り
多
く
の
医
療
機
関
を
「
診
療
・

検
査
医
療
機
関
（
仮
称
）」
と
し

て
指
定
す
る
に
は
、
唾
液
を
検
体

と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

の
有
無
を
検
査
で
き
る
キ
ッ
ト
の

早
期
開
発
と
普
及
や
、
指
定
医
療

機
関
の
公
表
方
法
の
検
討
等
が
必

後
方
連
携
体
制
の
整
備
」
を
挙
げ

て
い
る
（
図
２
）。
政
府
や
県
は

こ
れ
ら
の
要
望
を
受
け
止
め
た
対

策
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
由
記
入
欄
に
は
「
動

線
分
離
を
行
っ
て
い
る
が
一
人
の

診
察
に
30
分
以
上
要
し
ま
す
」

「
後
方
連
携
体
制
が
非
常
に
不
明

瞭
」「
一
般
医
療
機
関
に
丸
投
げ

の
政
治
に
対
し
て
不
信
感
を
持

つ
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
受
け
る

方
向
で
検
討
中
」
と

回
答
し
た
医
療
機
関

で
は
「
公
表
に
伴
う

発
熱
患
者
の
受
診
集

中
や
そ
の
他
の
患
者

の
受
診
抑
制
」、「
誹

謗
中
傷
や
風
評
被

害
」
と
続
い
た
。
こ

こ
か
ら
は
、
指
定
医

療
機
関
の
公
表

方
法
の
検
討
や

風
評
被
害
対
策

等
を
確
実
に
行

わ
な
け
れ
ば
、

指
定
に
前
向
き

の
医
療
機
関
の

協
力
も
得
ら
れ

な
く
な
る
可
能

性
も
あ
る
こ
と

が
読
み
取
れ

る
。

　

「
行
政
に
希

望
す
る
こ
と
」

に
つ
い
て
は
、

回
答
医
療
機
関

の
う
ち
69
％
が

「
感
染
者
発
生

の
際
の
休
業
等

に
対
す
る
補

償
」
を
、
68
％

が
「
感
染
者
の

マスコミにアンケート結果を
報告する西山理事長　　　　

７
割
の
医
療
機
関
が

　
　
　

感
染
者
発
生
時
の
補
償
求
め
る

新
型
コ
ロ
ナ
診
療
・
検
査
体
制
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

10月１日放送分に出演した、（左から）西山理事長、パーソナリ
ティの寺谷一紀さん、元SKE48の犬塚あさなさん　 　　　　　

出演ご希望の方は、☎078－393－1807まで

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

協会提供のラジオコーナーがスタート協会提供のラジオコーナーがスタート

　協会が提供するラジオ関西番組「寺谷一紀と！い・しょく・
じゅう！」内コーナー「聴く医療　医療知ろう！」が10月１日
よりスタートしました。
　第１回目は、西山裕康理事長が出演し、新型コロナウイルス
感染症による医療機関への影響と、政府による対策の必要性を
リスナー向けに訴えました。放送期間は３月末まで。出演者は
随時募集中ですので、ご応募をお待ちしております。

　安倍政権に代わり、菅新政権が発足し
ました。新たに厚生労働大臣に就任した
田村憲久氏は、これまでの政府の方針を
踏襲し、75歳以上の高齢者の医療費窓口
負担を１割から２割に引き上げること
や、紹介状なしで大病院を受診する患者
の負担の引き上げ、対象病院の拡大につ
いて年内に制度設計を行い、来年の国会
で法案を提出するとしています。
　新型コロナ禍で患者さんの受診抑制が
大きな問題となっている中、窓口負担増
を行えば受診抑制に拍車をかけ、患者さ
んの命と健康を脅かすことになりかねま
せん。

署名用紙をリニューアル！署名用紙をリニューアル！
　これまで取り組んできた、医療・介護の負担増の中止を求める「ストッ
プ！負担増」署名。署名裏面のデザインをリニューアルした、新しい署名
用紙ができました。署名用紙は今月中に、医療機関へお届けします。私た
ちは、これまで集めた分とあわせて、５万筆を目標に請願署名に取り組ん
でいます。大変お忙しいこととは存じますが、ご協力をお願い申します。

新デザインの「署名用ハガキ」もご用意！新デザインの「署名用ハガキ」もご用意！
　さらに今回は、「患者さんに渡すだけ」のカンタンな「署名用ハガキ」
もご用意しました。受付や待合室に置いていただき、一人ひとり患者さん
に記入してもらい、郵便ポストに入れていただく形式で、医療機関で署名
用紙を返送する手間も要りません。署名用紙に多くの人が触れる心配もな
いなど、感染対策にも配慮しています。
　その場で署名を回収でき
る専用の「投函ボックス」
や「署名用ハガキ」の入っ
たポケットティッシュもご
用意しております。
　受付に置くなど、ぜひご
利用ください。

個人情報漏洩やウイ個人情報漏洩やウイ
ルス感染の心配もなルス感染の心配もな
く、安心！く、安心！

　

こ
れ
ま
で
要
支
援
に
限
ら
れ
て

い
た
総
合
事
業
の
対
象
者
を
、
要

介
護
ま
で
広
げ
る
と
い
う
こ
と

は
、
国
民
の
介
護
の
受
給
権
に
関

わ
る
制
度
の
重
大
な
改
定
で
あ

る
。
こ
れ
を
省
令
変
更
の
み
で
行

う
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
介
護
保

　

厚
生
労
働
省
は
、
要
支
援
者
向

け
の
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
の
対
象
を
要
介
護

５
ま
で
拡
大
し
、
介
護
保
険
給
付

外
し
を
可
能
に
す
る
制
度
変
更
を

「
省
令
改
正
」
で
行
お
う
と
し
て

い
る
。
協
会
は
９
月
23
日
、
政
府

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
し

て
、
保
険
外
し
で
な
く
介
護
保
険

制
度
の
充
実
こ
そ
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
意
見
を
提
出
し
た
。
提
出

し
た
意
見
全
文
を
掲
載
す
る
。

険
法
第
１
１
５
条
の
45
第
１
項
第

１
号
で
は
、
総
合
事
業
を
「
居
宅

要
支
援
被
保
険
者
そ
の
他
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
に

対
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行

う
事
業
」
と
あ
り
、
要
支
援
者
を

前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
対
象
の
拡
大
が
必
要
で

あ
る
な
ら
ば
、
国
会
で
の
審
議
を

経
て
、
法
改
正
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。

　

総
合
事
業
は
、
基
準
を
緩
和
し

た
り
、
専
門
職
員
で
な
い
者
で
も

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
と
す
る
も

の
で
、
介
護
の
質
が
担
保
さ
れ
て

い
な
い
。
自
治
体
の
予
算
で
行
う

事
業
で
あ
る
た
め
、
予
算
が
な
く

な
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
が
打
ち
切
ら
れ

る
事
例
も
発
生
し
て
い
る
し
、
本

人
の
希
望
を
ふ
ま
え
る
と
い
う

が
、
総
合
事
業
開
始
後
、
市
町
村

が
「
本
人
の
合
意
」
を
強
引
に
と

り
つ
け
る
例
も
起
き
て
い
る
。
要

介
護
者
は
、
日
常
生
活
す
べ
て
に

綿
密
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ

り
、
市
町
村
に
押
し
つ
け
る
の
で

な
く
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
介
護

を
提
供
す
る
体
制
と
す
べ
き
で
あ

る
。

　

そ
も
そ
も
、
国
民
の
介
護
を
受

け
る
権
利
を
国
が
保
障
す
る
社
会

保
障
制
度
と
し
て
介
護
保
険
制
度

は
作
ら
れ
て
お
り
、「
本
人
の
希

望
を
踏
ま
え
て
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
継
続
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
」
こ
と
が
介
護
保
険
で
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
必
要
な
の
は
総

合
事
業
の
対
象
の
拡
充
で
は
な

く
、
介
護
保
険
の
改
善
で
あ
る
。

現
時
点
で
も
介
護
保
険
は
、
高
い

保
険
料
を
払
い
続
け
て
も
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
必
要
な
介
護

が
安
心
し
て
介
護
保
険
制
度
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
府
は
介
護

保
険
制
度
の
改
善
こ
そ
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

省
令
変
更
で
の

要
介
護
保
険
外
し
は
中
止
を

政
府
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
提
出

図２　行政に希望すること【複数回答可】

図１　主な不安要素【複数回答可】
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〈今月の放送予定〉AM558kHz/1395kHz（但馬）　FM91.1MHz
10月22日　新型コロナと歯科医療機関（仮）
10月29日　唾液の効果・あいうべ体操（仮）

こんな時に負担増？

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
新
署
名
用
紙



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２０年(令和２年)１０月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第１９５５号

　

前
政
権
の
知
性
の
低
さ
ま
で
引

き
継
い
だ
菅
政
権
は
、
過
去
の
政

権
で
す
ら
手
出
し
を
し
な
か
っ
た

ア
カ
デ
ミ
ア
へ
の
露
骨
な
介
入
を

始
め
ま
し
た
。
先
日
報
道
さ
れ

た
、
日
本
学
術
会
議
か
ら
推
薦
さ

れ
た
新
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
６
人
を

承
認
せ
ず
除
外
す
る
と
い
う
前
代

未
聞
の
出
来
事
は
、
品
性
の
か
け

ら
も
な
い
行
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
総
理
に
な
っ
て
半
月
が

過
ぎ
た
菅
総
理
、
つ
い
に
馬
脚
を

現
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。

　

第
一
次
安
倍
内
閣
か
ら
、
教
育

へ
の
政
治
介
入
が
は
ば
か
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
矢
継
ぎ
早
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初
等
中

等
教
育
に
お
い
て
は
教
育
勅
語
の

復
活
を
願
う
か
の
よ
う
な
愛
国
教

育
と
歴
史
修
正
を
ベ
ー
ス
に
、
国

民
を
全
体
主
義
、
国
粋
主
義
に
洗

脳
し
て
い
く
教
育
を
教
員
に
強
い

　

訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
た
時
代

の
話
で
あ
る
。
訪
問
診
療
で
は
、

会
話
が
重
要
な
鍵
に
な
る
。

　

し
か
し
、
話
の
切
り
出
し
が
難

し
い
。
そ
こ
で
、
男
性
の
方
に

は
、「
昔
、
ご
婦
人
に
よ
く
も
て

た
で
し
ょ
う
」
と
話
し
か
け
て
み

る
。
女
性
の
方
に
は
、「
お
若
い

時
、
小
町
娘
と
か
言
わ
れ
て
お
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」
と
尋
ね

て
み
る
。
元
気
な
お
方
に
は
、

「
学
校
や
町
の
人
気
者
で
し
た
で

し
ょ
う
」
と
話
し
か
け
て
み
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
方
は
、「
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
返

事
を
な
さ
る
が
、
頬
が
緩
ん
で
お

ら
れ
る
。

　

時
々
面
白
い
男
性
の
方
が
お
ら

れ
た
。
そ
の
う
ち
の
お
一
人
の
方

の
お
話
で
は
、「
ま
ず
私
の
好
み

が
お
ま
し
て
な
、
丸
顔
で
眼
の
大

き
い
人
が
好
き
で
ん
ね
ん
。
そ
し

て
な
、
私
の
話
に
対
し
て
、
打
て

ば
響
く
よ
う
な
返
事
を
し
て
く
れ

る
人
に
有
頂
天
に
な
り
ま
ん
ね

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
安
倍

前
首
相
の
、
戦
争
が
で
き
な
い
国

と
し
て
の
歯
が
ゆ
さ
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、
純
粋
な

学
問
と
し
て
の
教
育
や
研
究
を
軽

視
す
る
と
い
う
流
れ
も
加
速
さ
せ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
一
斉
休

校
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

学
問
・
研
究
軽
視
は
高
等
教
育

に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
大
学
は

企
業
の
予
備
校
と
化
し
、
企
業
に

と
っ
て
好
都
合
な
技
術
や
能
力
、

態
度
を
身
に
着
け
る
養
成
所
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

文
系
学
部
・
学
科
の
廃
止
・
統
合

や
、
助
成
金
の
減
額
と
競
争
的
資

金
の
創
設
に
よ
る
教
育
・
研
究
に

競
争
原
理
を
持
ち
込
む
な
ど
の
介

入
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
の
良

識
あ
る
文
部
官
僚
を
排
除
し
て
ま

で
も
、
強
靭
な
体
力
と
個
を
押
し

殺
す
従
順
な
態
度
を
合
わ
せ
も
っ

た
国
民
に
よ
る
強
い
国
作
り
を
達

成
し
よ
う
と
い
う
官
邸
の
思
惑
を

感
じ
ま
す
。

　

研
究
に
お
い
て
も
、
大
学
へ
の

運
営
交
付
金
を
削
減
す
る
こ
と
で

個
人
研
究
費
が
枯
渇
す
る
こ
と
を

見
越
し
て
、
高
額
な
軍
事
応
用
研

究
へ
の
参
加
を
誘
導
す
る
と
い
う

介
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。
軍
事
技

術
に
応
用
可
能
な
基
礎
研
究
に
費

用
を
助
成
す
る
「
安
全
保
障
技
術

研
究
推
進
制
度
」
は
２
０
１
４
年

度
の
６
億
円
か
ら
、
現
在
で
は
１

０
０
億
円
を
超
え
る
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
軍
事
研
究

促
進
制
度
に
対
し
て
、
日
本
学
術

会
議
は
常
に
反
対
の
態
度
を
表
明

し
て
き
ま
し
た
。
戦
争
に
加
担
し

た
過
去
の
歴
史
へ
の
反
省
か
ら

「
軍
事
目
的
の
た
め
の
科
学
研
究

を
行
わ
な
い
声
明
」
を
出
し
続
け

る
同
会
議
は
、
戦
争
へ
の
道
を
開

き
た
い
政
府
に
と
っ
て
は
頭
の
痛

い
存
在
で
す
。
今
回
の
措
置
を
、

同
会
議
だ
け
で
な
く
政
府
に
対
し

て
批
判
的
な
意
見
を
述
べ
る
多
く

の
団
体
や
個
人
へ
の
見
せ
し
め
と

捉
え
る
こ
と
は
大
き
な
間
違
い
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

政
府
の
方
針
に
異
を
唱
え
る
も

の
は
排
除
す
る
と
公
言
し
て
は
ば

か
ら
な
い
菅
新
総
理
に
対
し
、
今

声
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
こ
の
ま
ま

ず
る
ず
る
と
戦
前
・
戦
中
へ
の
道

を
進
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
の
戦
争
に
最
も
荷
担
し
た
技
能

集
団
は
医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医

療
者
で
す
。

　

歯
科
医
師
と
い
う
、
自
然
科
学

を
専
攻
し
真
理
を
探
求
す
る
職
に

就
く
者
と
し
て
、
今
回
の
日
本
学

術
会
議
会
員
候
補
者
排
除
の
明
確

な
理
由
と
即
時
撤
回
を
求
め
ま

す
。

馬
脚
を
現
し
た

菅
新
総
理

セ
ピ
ア
色
の
写
真

三
木
市
・
歯
科　
　

足
立　

了
平

灘
区　
　

岡
本　

好
司

員員 稿稿
会 投

ス
ト
ッ
プ
負
担
増
署
名
を

菅
政
権
へ

赤
穂
郡
・
歯
科　
　

白
岩　

一
心

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

ん
。
と
こ
ろ
が
仲
良
く
な
り
ま
す

と
な
、
今
度
は
い
ち
い
ち
逆
ら
い

ま
す
ん
や
。
嫌
に
な
っ
て
し
も

て
、
別
の
人
を
探
し
ま
す
や
ろ
。

で
も
好
み
と
手
口
と
は
変
え
ら
れ

ま
へ
ん
さ
か
い
、
結
果
同
じ
こ
と

の
繰
り
返
し
で
す
が
な
」
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

女
性
で
は
、
本
物
の
小
町
娘
が

お
ら
れ
た
。「
い
や
ー
、
あ
れ
は

新
聞
社
や
雑
誌
社
が
勝
手
に
つ
け

た
だ
け
で
す
わ
」
と
言
わ
れ
た
の

で
、「
そ
の
時
の
お
写
真
、
ご
ざ

い
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
ら
、
セ
ピ

ア
色
の
写
真
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ

た
。
本
当
に
お
き
れ
い
で
あ
っ

た
。

　

男
性
に
は
取
っ
て
置
き
の
写
真

は
な
い
よ
う
で
す
が
、
女
性
は
必

ず
お
持
ち
の
よ
う
で
あ
る
。
皆
、

驚
く
ほ
ど
美
人
で
あ
る
。
人
気
者

の
方
は
笑
顔
が
美
し
く
、
明
る
い

表
情
を
し
て
お
ら
れ
た
。

　

た
だ
、
お
化
粧
を
さ
れ
て
い
な

い
素
顔
の
現
状
と
、
セ
ピ
ア
色
の

写
真
と
の
落
差
が
大
き
い
。
お
写

真
を
見
て
う
っ
か
り
、「
昔
は
お

き
れ
い
だ
っ
た
の
で
す
ね
」
と
言

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
る
と
間

髪
入
れ
ず
「
今
は
あ
き
ま
へ
ん

か
」
と
返
っ
て
き
た
。
慌
て
ず
私

は
「
年
輪
で
培
わ
れ
た
品
が
お
あ

り
で
す
」
と
申
し
上
げ
た
ら
、

「
無
理
し
な
は
ん
な
」
と
笑
っ
て

お
ら
れ
た
。
冷
や
汗
を
か
い
た

が
、
相
手
の
頬
は
緩
ん
で
お
ら
れ

た
。
成
功
で
あ
る
。

　

セ
ピ
ア
色
の
写
真
は
、
過
去
の

栄
光
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
大
切

な
宝
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
常
診

療
経
験
交
流
会
で
、
姫
路
の
大
頭

信
義
先
生
が
話
さ
れ
た
こ
と
を
応

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
当
に

あ
り
が
た
い
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い

た
と
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
な

い
中
、
菅
内
閣
が
発
足
し
ま
し

た
が
、
政
府
は
依
然
と
し
て
社

会
保
障
抑
制
方
針
を
変
え
よ
う

と
し
ま
せ
ん
。「
国
民
の
生
命

財
産
を
守
る
」
と
言
い
な
が

ら
、「
自
助
」
を
第
一
と
し

て
、
社
会
保
険
料
の
大
幅
引
き

上
げ
、
患
者
窓
口
負
担
増
を
は

じ
め
、
多
く
の
医
療
改
悪
、
介

護
改
悪
の
暴
走
を
見
直
そ
う
と

は
し
な
い
の
が
実
状
で
す
。

　

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い

る
現
在
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
医

療
介
護
を
受
け
た
い
人
た
ち

が
、
今
後
い
っ
そ
う
受
診
や
サ

ー
ビ
ス
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得

な
く
な
る
結
果
は
目
に
見
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
健
康
寿

命
を
伸
ば
し
た
い
」
と
い
う
私

た
ち
医
療
者
の
思
い
と
完
全
に

逆
行
す
る
も
の
で
す
。

　

「
そ
う
は
言
っ
て
も
ど
う
せ

何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
最
初
か

ら
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

わ
が
国
の
主
権
者
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り
だ
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
兵
庫

協
会
や
保
団
連
の
「
み
ん
な
で

ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名

は
、
憲
法
に
基
づ
い
て
、
主
権

者
と
し
て
の
権
利
「
請
願
権
」

を
、
衆
参
議
長
宛
に
行
使
す
る

も
の
で
す
。

　

署
名
の
内
容
は
、
よ
り
少
な

い
経
済
的
負
担
で
医
療
・
介
護

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
、
国
民
の
願
い
に

沿
っ
た
も
の
で
す
。
決
し
て
、

医
療
業
界
、
介
護
業
界
の
エ
ゴ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

総
理
が
代
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
ち
ょ
う
ど
署
名
用
紙
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
署
名
が
、
政

治
を
変
え
る
力
に
な
り
ま
す
。

会
員
の
代
表
者
が
、
必
ず
、
国

会
議
員
の
先
生
方
に
皆
さ
ま
の

声
を
届
け
ま
す
。「
み
ん
な
で

ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名
に

も
う
一
度
取
り
組
も
う
で
は
な

い
で
す
か
。

◆支払基金の歯科審査情報提供事例より　　　
　　　　　　2020年９月28日付で３事例追加◆

　支払基金の審査情報提供事例は、審査の透明性を高め、審査の公平・公正性に
対する関係方面からの信頼の確保を目的に、一般的取り扱いとして公表されてい
ます。なお、個別の審査で画一的、一律的に取り扱われるものではないことをご
留意ください（過去の事例は支払基金HPでご確認ください）。

○ 取り扱いを定めた理由：歯根端切除
手術は、病巣の発生原因となった歯
根端を切除する手術であるため、算
定にあたっては「歯根嚢胞（WZ）」
病名に併せて、歯根端切除手術に係
る傷病名の記載が適切である。
（編注：Per、WZ）

〈64 伝達麻酔②〉
○ 取り扱い：原則として、下顎第一小
臼歯に対して伝達麻酔の算定を認め
る｡
○ 取り扱いを定めた理由：炎症症状等
があり浸潤麻酔が比較的奏効しにく
い場合は、下顎臼歯部およびその周
囲の歯周組織に奏効する伝達麻酔を
行うことにより良好な麻酔効果が期
待できる。

〈62 写真診断②〉
○ 取り扱い： 原則として、「摩耗症
（Abr）」、「咬耗症（Att）」、「酸蝕症
（Ero）」または「エナメル質形成不
全（EHｐ）」病名で、歯科エックス
線撮影（全顎撮影以外の場合）の算
定を認める。
○ 取り扱いを定めた理由：歯科エック
ス線撮影（全顎撮影以外の場合）の
画像情報が、硬組織疾患の鑑別診断
に有用な場合がある。

〈63 歯根端切除手術〉
○ 取り扱い：原則として、「歯根嚢胞
（WZ）」病名のみで歯根嚢胞摘出手
術と併せて行った歯根端切除手術の
算定を認めない。

歯科保険請求
118

　 支 部 の 催 物 案 内 　　 支 部 の 催 物 案 内 　

「COVID-19の現状と対策」
日　時　10月31日（土）15時～
会　場　協会５階会議室（オンライン視聴も可能）
講　師　 大阪医科大学附属病院感染対策室室長
 浮村聡先生
会場定員　40人（申込順）

■西宮・芦屋支部■研究会
「知って得する医療・福祉の役立つ制度」
日　時　11月７日（土）14時30分～
会　場　加古川市立勤労会館301号室
講　師　神戸女子大学講師　阿江善春先生

■加古川・高砂支部■学習会

在宅医療点数の手引2020年度版　学習会在宅医療点数の手引2020年度版　学習会

健口と幸福寿命　「コロナ時代」を生き抜く知恵健口と幸福寿命　「コロナ時代」を生き抜く知恵

日　時　10月24日（土）15時～
会　場　協会５階会議室（オンライン視聴も可能）
講　師　灘区・ろっこう医療生活協同組合灘診療所　高野修一先生
参加費　1000円（テキスト『在宅医療点数の手引』は4000円）　　会場定員　50人（申込順）

日　時　11月３日（火・祝）14時～16時　　会　場　協会５階会議室（オンライン視聴も可能）
講　師　大阪大学歯学研究科教授
　　　　日本口腔衛生学会・新型コロナ対策検討本部副本部長　天野敦雄先生
参加費　無料（どなたでもご参加いただけます）　　会場定員　80人
主　催　「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会
※終了後、感染対策の上で歯の健康相談を実施。無料

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1801まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

医科向け

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民学習会



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!
　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています。通常よ
り年0.4％優遇金利とな
ります。借り換えも可
能、手数料も通常より優
遇していますので、ぜひ
ご利用ください。 ※1000万円までは原則、担保不要

※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1817 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2020年10月１日現在

2021年３月末まで!2021年３月末まで!

第１９５５号 （４）２０２０年(令和２年)１０月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

メインテーマ「世界が動き出した今」「世界が動き出した今」
11月１日（日）10時～12時

※Zoom視聴によるご参加も可能
神戸市産業振興センター９階（JR神戸駅から徒歩約７分）

報告者 医療機関名等 職　種 テ　　ー　　マ 発表時間
分
科
会
Ａ　

９
０
１
号
会
議
室

1 広川　恵一 広川内科クリニック 医師 高血圧症通院者100名について　2009年より11年目の中断と継続通院者にみる課題 10：00～10：20

2 宮武　博明 ドマーニ神戸クリニック 医師 100歳を超えた方々 10：20～10：40

3 永本　　浩 永本医院 医師 味覚・嗅覚障害 10：40～11：00

4 浜野　凪砂 済生会兵庫県病院 薬剤師 当院におけるCOVID-19感染症対策 11：00～11：20

5 長光　由紀 兵庫県保険医協会 薬科部 薬剤師 新型コロナウイルス感染症に関する薬局アンケート結果報告 11：20～11：40

6 支部世話人 協会西宮・芦屋支部 医師 新型コロナウイルス感染症に関する支部アンケート結果報告 11：40～12：00

分
科
会
Ｂ　

９
０
２
・
９
０
３
号
会
議
室

1 水間　美宏 東神戸病院 医師 ポイントオブケア超音波をきっかけに診断した新型コロナウイルス感染症の１例 10：00～10：20

2 徐　　昌教 はなクリニック 医師 コロナ2019が研究所から流出した遺伝子組み換え生物であることの遺伝子学的証明 10：20～10：40

3 川村　一喜 かわむら歯科 歯科医師 嚥下障害患者に対する水を使わない超音波スケーラーの使用症例 10：40～11：00

4 今村虎太郎 よぼうのはいしゃさん 歯科医師 予防歯科医療の必要性 11：00～11：20

5 笠井　裕美 野村医院 管理栄養士 新型コロナウイルス感染症・感染拡大防止への取り組み 11：20～11：40

6 大槻　榮人 大槻歯科医院 歯科医師 初診患者における非歯原性歯痛症例の臨床的検討 11：40～12：00

分
科
会
Ｃ　

９
０
４
・
９
０
５
号
会
議
室

1 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 算数疫学による新型コロナの動向予測 10：00～10：20

2 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 新型コロナ抗原定量唾液検査の経験 10：20～10：40

3 佐藤　　圭 ケイ歯科クリニック 歯科医師 当院における新型コロナウイルスに対する標準的取り組み 10：40～11：00

4 伊賀　幹二 伊賀内科・循環器科 医師 精度80%の抗体検査　－あなたが陽性なら－ 11：00～11：20

5 伊賀　幹二 伊賀内科・循環器科 医師 PCR増やせとの議論の前提 11：20～11：40

6 高田　　裕 たかたクリニック 医師 コロナ禍におけるかかりつけ医のあり方 11：40～12：00

※906会議室にて「兵庫県猪名川町で宝もの探し」（西宮市・法西医院　法西浩）を展示

分科会プログラム  10時～12時　※協会ホームページ http://www.hhk.jp/に各演題の抄録を掲載予定

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会 参加費無料　Zoomでのご参加も可能!!参加費無料　Zoomでのご参加も可能!!

参加申し込み方法

　できるだけZoomによるオンライン視聴をお願いしておりますが、ネッ
ト環境その他によりZoom視聴が困難な場合はご来場ください。

　Zoom視聴をご希望の方は、yamakawa-t@doc-net.or.jpまで、メールを
ご送信ください。メールの件名を「第29回日常診Zoom視聴」にし、本文
に①医療機関・薬局・事業所名、②お名前、③電話番号を記載の上、上記
アドレスまで送信して下さい。案内メールを返信します。

　来場ご希望の先生方は、☎078－393－1840までご連絡ください。

Zoom視聴方法の解説動画を公開しています

　交流会のZoomでの視聴方法についての解説動画を、
協会ウェブサイトに掲載しております。解説動画へは協
会ホームページhttp://www.hhk.jp/（下）、もしくは右の
QRコードよりアクセスください。

お問い合わせは、☎078－393－1840 研究部まで
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JR「神戸」駅より徒歩約７分
【地上から】中央改札を出て右。ハウジングデザインセンター神戸（HDC）の前を通り
歩道橋へ。歩道橋で国道２号線を渡りプロメナ神戸の入口手前を左折。階段を下りて国
道２号線沿いの通りへ。国道に向き合い右手方向へ約100ｍ進む。
【地下から】中央改札を出て右。エスカレーターでデュオこうべ地下街へ。地下街をそ
のまま突き当たりまで進み左折。一番奥の階段（浜の手出口番号28）またはエレベータ
ーで地上へ（国道２号線沿いの通りに出る）。国道に向き合い右手方向へ約100ｍ進む。
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